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■ 12th World Congress on Neurohypophysial Hormones
　　（2017年7月26 ～ 29日、Rio de Janeiro（Brazil））に参加して�
� 吉　村　充　弘（産業医科大学医学部 第１生理学）■

WCNH2017 のロゴ

Hotel Port Real Resort からの風景（Mangaratiba）

　World Congress on Neurohypophysial Hormones

（WCNH）は、視床下部ホルモンおよび下垂体後葉ホルモ

ンの研究者が集う国際会議です。アジア太平洋地域、アメ

リカ地域、およびヨーロッパ地域において 2 年に一度持

ち回りで開催されており、2017 年は第 12 回大会が Rio de 

Janeiro（Brazil）（2017 年 7 月 26 日～ 29 日）で開催され

ました。この度、我々の教室の大学院生の上野君と一緒に

WCHN に参加させていただきましたのでご報告いたしま

す。

　私自身、WCNH への参加は今回で 3 度目になります。

今回の開催地である Rio de Janeiro は、日本から見てちょ

うど地球の真裏です。

日本から Rio de Janeiro までの飛行行程にはヨーロッパ経

由、中東経由、アメリカ合衆国経由など様々なルートがあ

りますが、我々は米国ヒューストンを経由しました。乗り

継ぎ時間を含めると、福岡から片道約 40 時間を要しまし

た。開催地は Mangaratiba にある Hotel Port Real Resort

で、Rio de Janeiro の Galeão Antônio Carlos Jobim 空 港

から車で約 2 時間の場所でした。我々が訪れた時期は、南

半球では真冬でしたが、Rio de Janeiro の気温は 20-25℃で、

とても快適でした。

　国際会議参加者は約 150 名で、オキシトシンとバゾプ

レッシンの最新の話題を中心に、4 日間に渡り活発な討議

が行われました。発表内容は、細胞生理学から行動学に至

るまで多岐にわたり、最

終日には臨床研究も発表

され、参加者の研究への

熱意が非常に印象的でし

た。日本からは我々の他

に、尾仲達史先生（自治

医科大学）、横山茂先生

（金沢大学）、辻隆宏先生

（横浜市立大学）が参加・

発表されました。オーガナイザーの Dr. Maria José Alves 

da Rocha（University of São Paulo, Brazil）は大変気さく

な女性で、国際会議の内容はもとより、ウェルカムレセプ

ション、コングレスディナーも歓迎心のあふれる大変素晴

らしいものでした。

　国際会議が終わってから帰国便までの半日の間、Rio de 

Janeiro 市内を訪れました。ご存知の通り、2016 年の夏季

オリンピックが開催された場所です。街は活気にあふれ、

いたるところからラテンミュージックが聞こえてきます。

Rio de Janeiro において、コルコバードのキリスト像と並

んで有名な観光名所の一つとなっているポンデアルカール

（Pão de Açúcar；“ 砂糖のパン ” の意）からの景色は絶景

でした。是非再び訪れたい街です。

　なお、次回の WCNH は 2019 年にイスラエルで開催さ

れる予定です。

オーガナイザーの
Dr. Maria と筆者
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ポンデアスカールから見た Rio de Janeiro 市内

コングレスディナーの風景

マラカナンスタジアム
（1950 年 FIFA ワールドカップ開催スタジアム）

国際会議において：
左から Mike Ludwig（University of Edinburgh）、 

David Murphy（University of Bristol）、 
尾仲達史先生（自治医科大学）
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　第 42 回の日本比較内分泌学会大会は、奈良女子大学に

おいて 2017 年 11 月 17 日〜 19 日の 3 日間の日程で開催さ

れたが、このうち 11 月 19 日 9:00 〜 11:00 には、比較内分

泌学会学術企画委員会主催シンポジウムとして日本神経内

分泌学会とのジョイントシンポジウムが設けられた。

　積極的に他領域との連携を進めるという中里理事長の方

針で、日本比較内分泌学会会長の高橋明義北里大学教授に

奈良大会でのジョイントシンポジウムをご相談申し上げた

ところ、ご快諾をいただき、佐竹炎先生（サントリー生科

財団生物有機科学研究所）とともに案を練った。日本比較

内分泌学会は自分自身が学生時代から活動してきた学会で

あり、同学会内には哺乳類のみならず、他の脊椎動物ある

いは無脊椎動物を用いて神経内分泌学的研究を実施してい

る人たちが多数いることを知っていたこともあり、話し合

いはスムーズに進んだ。佐竹先生との話し合いの中では、

双方の学会で活発に研究が行われている分野として、摂食

あるいはエネルギー代謝といった研究に焦点を当て、ジョ

イントシンポジウムを組んではどうかということになり、

本ジョイントセッションを企画した。「摂食とエネルギー

代謝研究の最前線」と名付けた

本セッションでは、日本神経内

分泌学会側から中里雅光教授（宮

崎大学内科）、山中章弘教授（名

古屋大学環境医学研究所）、日本

比較内分泌学会側から浮穴和義

教授（広島大学総合科学研究科）、

永田晋治准教授（東京大学新領

域創成研究科）の 4 名の方々にご講演をいただいた。

　浮穴先生の新たなペプチドの話題、中里先生が繰り広げ

られてきた基礎研究と臨床応用、山中先生が最先端の遺伝

子改変技術を使って実施されている研究の話題、そして永

田先生のコオロギという古くて新しいモデル動物を用いた

研究の話題を拝聴する機会を得て、比較生物学的観点から

あらためて神経内分泌学を見つめ直すきっかけとなった。

何人かの会員の方々からは、たいへん興味深かったので、

再度ジョイントシンポジウムを開催してはどうか、という

アドバイスもいただいた。今後のより一層の連携を深めて

いきたいと考えている。

■ 第42回日本比較内分泌学会大会および
　 シンポジウム奈良大会におけるジョイントシンポジウムの開催について�
� 　前　多　敬 一 郎（東京大学大学院農学生命科学研究科 獣医学専攻）■
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　第 43 回組織細胞化学講習会は 2018 年 8 月 2 日（木）～

4 日（土）の日程で奈良県にて開催させていただきます。

8 月 2 ～ 3 日は奈良市の「なら 100 年会館」にて講演、4

日は橿原市の「奈良県立医科大学」で Wet ラボを行います。

　あらゆる細胞や組織を可視化してその機能の解明を試み

る組織細胞化学の技法は、バイオサイエンスに関わるすべ

ての研究者にとって必須の技法の一つになっています。本

講習会では「組織細胞化学技法の基礎から最先端まで：形

を観て、機能を識る」というテーマの基、組織細胞化学の

分野でご活躍されておられるエキスパートの先生方を講師

にお招きし、現場ですぐに役立つような実際に即した技術

的な面を重点的に解説していただきます。今回は 17 演題

を予定しており、基本的な組織化学の方法に加え、蛍光・

化学発光ライブイメージング法、個体の透明化技術、ゲノ

ム編集技術など最新の技法についてもご講演いただきま

す。さらに、8 月 4 日の Wet ラボにおきましては、講演

内容を可能な限り網羅できるように 14 コースを準備して

おり、これらの技法に精通した第一線の研究者や、組織細

胞化学研究に必要な機器開発に携わる企業の専門家の方々

に、丸１日かけてじっくりと対応していただきます。最近

はインターネットで様々な情報が手軽に入手できる時代に

なりましたが、実際に生の材料を手にして、リアルタイム

で実験手技が学べる Wet Lab は、皆様の今後の実験等に

大変有用であると思います。組織化学の初心者やこれから

始めたい方には一から学べるような、中級者・上級者の方

には自分の手技や知識を振り返り、改めて組織化学を正し

く学び、さらに先進的な応用を追求できるような講習会に

したいと思っております。

　「日本のはじまりの地」とも言われる奈良から、組織化

学技法の基本を振り返り、最先端までを味わえる講習会に

したいと存じます。是非、多数のご参加を頂きます様、ご

案内申し上げます。講習会の詳細、最新情報、受講のお申

し込みは、講習会ホームページをご覧下さい。 

URL: http://kjshc.nacos.com/

　「あおによし寧
な

楽
ら

の京
みや

師
こ

は咲く花の薫
にお

ふがごとく今盛り

なり」と万葉集にうたわれた古都・奈良は、世界遺産及び

国宝・重要文化財に指定された多数の社寺や古風な料亭が

奈良公園と一体化して広がり、古代から大切にされてきた

鹿の群れとともに来訪者の心を癒します。「なら 100 年会

館」は世界遺産の興福寺、東大寺や春日大社の近くです。

また、Wet ラボを開催する奈良県立医大は大和三山に囲

まれた藤原京の地に位置し、たおやかな田園風景の中に、

古代ロマンを感じていただけると思います。是非この機会

にご来訪賜り、1300 年の歴史を誇る古都・奈良の魅力や

飛鳥時代の息吹も満喫して頂ければ幸いに存じます。

■ 2018年第43回組織細胞化学講習会のご案内
   テーマ：組織細胞化学技法の基礎から最先端まで：形を観て、機能を識る�
� 第43回組織細胞化学講習会実行委員長　西　　真　弓（奈良県立医科大学 第一解剖学講座）■
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　第 45 回日本神経内分泌学会総会・学術集会を担当致し

ます、日本医科大学の小澤一史です。第 45 回の総会・学

術集会は私ども日本医科大学の千駄木キャンパス教育棟

（地図参照）で開催致します。東京メトロ地下鉄南北線「東

大前」、千代田線「根津」、「千駄木」駅より徒歩でそれぞ

れ 7 ～ 8 分に位置します。

　開催テーマは「神経内分泌学の今、そして未来への橋渡

し」です。橋渡しを意識すべき年齢、立場となってきた

自分を振り返り、このようなテーマと致しました。従っ

て、多くの若い世代の参加を積極的に働きかけたいと考え

ております。予定プログラムとしましては特別講演に放射

線医学総合研究所脳機能イメージング研究部の須原哲也部

長（日本医科大学、東北大学医学部、東京慈恵会医科大

学 各客員教授）に脳とこころの分子イメージングに関す

る講演をお願い致しました。また教育講演として基礎系か

ら河田光博先生（京都府立医科大学名誉教授、佛教大学教

授）、臨床系からは千原和夫先生（神戸大学名誉教授、兵

庫県立加古川医療センター名誉院長）に、お二人のご経験

に基づく「神経内分泌」を高所大所からお話し頂き、まさ

に未来へのヒントを頂く予定です。その他、シンポジウ

ム、The Year、川上賞受賞講演、若手研究帝人ファーマ

助成金報告講演、若手研究奨励賞（YIA）審査講演、一般

講演、臨床神経内分泌ポスター発表等、例年のスケジュー

ルを組み込んで内容豊で充実した学会になるように努力し

たいと思います。シンポジウムでは関連学会・研究会等と

の joint、また若手企画によるシンポジウムなどを組み込

みたいと考えております。さらに一般講演の充実を課題と

して、一般講演の講演時間、質疑応答の充実、また若手研

究者の質疑応答を活発化する目的で、会長主導の Young 

Good Questioner (YGQ) などを組み込んでみたいと考えて

います。多数の参加者による活発な学会となるよう努力致

しますので、よろしくお願い致します。

■ 第45回日本神経内分泌学会学術集会（2018年度）の開催案内�
� 会長　小　澤　一　史（日本医科大学大学院医学研究科 解剖学・神経生物学分野）■
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■ 第46回日本神経内分泌学会学術集会（2019年度）開催に向けて
� 　前　多　敬 一 郎（東京大学大学院農学生命科学研究科 獣医学専攻）■

　理事会の推薦を受けまして、第 46 回学術集会を本研究

室が開催させていただくことになりました。私自身、長き

にわたり、神経内分泌学会にお世話になり、またこの学会

で知り合えた先生方からのアドバイスや議論、そして共同

研究により、研究者として育てていただいたという気持ち

があります。ささやかながら、学術集会を開催させていた

だくことで、学会に対する恩返しができるとすれば、望外

の喜びと存じます。

　さて、もともと医学界の先生方が中心となってつくら

れた神経内分泌学会の中で、われわれ獣医学の研究者が

果たせる役割とは何かと考えたときに、それはやはり比

較生物学的観点を持ち込めることではないかと考えます。

Zoobiquity ということばがあります。ヒトと動物に共通す

る病気を医学者と獣医学者が一緒に考え、その起源を辿る

ことにより、診断法や治療法を見出そうという考え方で

す。病気だけではなく、基礎的な分野でも比較生物学的観

点が重要であることはいうまでもありません。モデル動物

という考え自体がすでに比較生物学的観点を内包していま

す。無脊椎動物から脊椎動物に至る進化を辿ることにより、

ヒトの生理や病理に新たな観点を付加できるのだと思いま

す。

　もう一つ、私が強く思っているのは一般講演の重視です。

老いも若きも研究者たちがもっとも燃えるのが、一般講演

だと思います。そこには最先端の科学があり、大成功の芽

生えもありますが、失敗の歴史もあります。玉石混淆の研

究の中で、新たな研究の種を見つけていくことはたいへん

エキサイティングな経験です。

　この 2 つの観点から学術集会の成り立ちを考えていきた

いと思います。小さな研究室でできることも限られてはお

りますが、みなさまが学問的に楽しんでいただけるような

集まりにしたいと考えています。どうか会員の先生方のご

協力を切にお願いいたします。

■ 編集後記�
� 国際・広報担当理事　岩　崎　泰　正（高知大学教育研究部医療学系 臨床医学部門）■

　2017 年のノーベル医学生理学賞は、時計遺伝子を発見

した 3 名の米国科学者に授与されました。時計遺伝子は全

身的に発現しているものの、高等動物では脳内、特に視交

叉上核における発現の変動が、神経性伝達および液性伝達

（HPA 軸、メラトニンなど）を介して全身臓器のサーカディ

アンリズム形成に重要な役割を果たしていることは言うま

でもありません。日本神経内分泌学会においても、古くか

ら多くの先達の研究者がこの分野で多くの優れた業績を挙

げ、生物における日内リズムの意義の解明に貢献してこら

れたと認識しています。手前味噌ですが、私が会長を務め

た 2014 年の日本神経内分泌学会学術集会でも体内時計の

シンポジウムを企画し、多くの若い研究者が改めて興味を

惹かれたようです。

　生体リズムの研究は神経内分泌学における研究課題の根

幹の１つです。シフトワーカー、夜型生活、昼夜逆転、ジェッ

トラグなどが社会的にも大きな問題となるなか、中枢時計

と末梢時計との解離など、体内時計の変調が生体機能にお

よぼす影響の解明はますます重要性を増しております。こ

の分野において、日本神経内分泌学会の会員による研究が

今後さらに存在感を発揮して頂くことを大いに期待してお

ります。
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■ 学会からのお知らせ■

１．ICN meeting at Toronto 2018 のご案内

　国際神経内分泌学会議（ICN2018、http://www.icn2018.

org）が 2018 年 7 月 15 ～ 18 日の間、カナダトロントで開

催されます。この会議は、４年に一度、神経内分泌学関連

の基礎・臨床にわたる研究発表が行われます。前回は、オー

ストラリアシドニー（2014 年）で開催されました。今回

の ICN2018 では、日本からは、中里雅光先生が Plenary 

lecture でご講演されます。日本からの多数の参加を期待

されております、どうぞよろしくお願いいたします。なお、

演題登録期間は、本年 11 月 10 日から来年 1 月 26 日です。
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２．INF Masterclass in Neuroendocrinology Series のご

　　紹介

　　INF Masterclass in Neuroendocrinology Series が出

版されていますので、お知らせ致します。詳細は、Flier

をご覧ください。
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■ 事務局からのお願い ■

●来年度の特別功労賞、学会賞、川上賞、若手研究帝人ファーマ助成金の応募・推薦・申請等を受け付け中です。各賞の
詳細及び関係書式はホームページ（http://www.nacos.com/jns/j/index.html）にあります。2018年 1月末日まで
に事務局に届くようにお送りください。

●年会費は年度始めに送付いたします振込用紙にてお支払いただくようお願いしておりますが、紛失された際は事務局ま
でご請求いただくか、ゆうちょ銀行に備え付けの振込用紙にて通信欄に会員番号・年度を明記の上、下記の口座にお振込
み下さい。
口座番号： 01030-7-18042　
加入者名： 日本神経内分泌学会
　　　　　ニホンシンケイナイブンピガッカイ
未納分の会費額や会員番号がご不明の方は、事務局にお問い合わせ下さい。
なお、会員番号は本学会からお送りいたします郵便物の宛名ラベルにも記載してあります。また、日本内分泌学会の会員
の方は、日本内分泌学会の会員の会員番号が日本神経内分泌学会の会員番号となっています。

●繰り返し会費納入をお願いしても長期（3 年以上）にわたって会費を滞納されている方は理事会で最終確認を経て退会
扱いとなり、正会員の権利を失います。「退会」となられる前に事務局から最後の会費納入のお願いを差し上げますので、
ぜひとも会員資格を継続され本学会の発展にご協力下さいますようお願いします。

●事務局からの連絡は、迅速化、業務効率化のため極力電子メールを用いるようにしています。電子メールアドレスをご
登録でない先生は下記の事務局までメールでご連絡下さい。また、電子メールアドレスの変更やご自宅、勤務先の変更の
際には、必ずお知らせくださるようお願いします。（日本内分泌学会と共通のデータベースを使用しておりますので、内分
泌学会に変更手続を済まされた方は連絡不要です）
変更手続用紙がホームページ（http://www.nacos.com/jns/j/tetsuzuki.pdf）にありますのでご活用ください。

日本神経内分泌学会 事務局　
〒 600-8441　京都市下京区新町通四条下る四条町 343 番地 1
タカクラビル 6 階　一般社団法人　日本内分泌学会内
TEL：075-354-3562　FAX：075-354-3561　E メール：jnes@endo-society.or.jp
担当：岩木 一巳、中江 初音

《住所の英語表記》
The Japan Neuroendocrine Society Office
The 6th floor, Takakura Building
343-1, Shijo-cho, Shijo Shinmachi-sagaru,
Shimogyo-ku, Kyoto 600-8441　Japan
TEL: +81-75-354-3562　FAX: +81-75-354-3561　E-mail: jnes@endo-society.or.jp






